


そして、あなたが
イクメンになることで…

● 育児・家事のために早く帰りたいけど
 上司、同僚の手前、帰りづらい

● 仕事が忙しくて、家事・育児までは…

妻の就労継続による家計のメリット

二人の子を出産・育休を2回利用し、
フルタイムで復職した場合

第1子出産後に退職し、第2子小学校
入学時にパートで再就職した場合

出典：ニッセイ基礎研究所　ニッセイ基礎研究所報Vol.61
　　  「大学卒女性の働き方別生涯所得の推計」 図表10  
　　  女性の働き方ケース別生涯所得 より一部抜粋 H29年6月
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● 育児・家事を妻に任せきり。
 このままでは職場復帰が難しいと言われる

● 2人目が欲しいけど、
 このままでは難しいかも



2020

[年齢] 36歳
[職業] 会社員 
[育休取得期間]
約6か月間 
(2020年12月末時点)

育児休業の取得を決めたきっかけは？  職場の反応は？
子供好きだったことと、共働きである妻が「キャリアも大切にした
い」という思いがあったため2人目の長女出産に合わせて育休を
取得しました。
職場には、妻の妊娠がわかってすぐに育休を取得したい旨を
伝え、上司からの後押しと同僚からの応援を受けることができま
した。復帰後、社内で“寝かしつけ講座”や“パパ向け育児学級”
を行って育児の楽しさを伝えています。

育休の取得期間はどのくらいがおすすめ？ 
1か月以上の育休期間をおすすめします。初めの1か月は慣れる
のに大変で、その後楽しめるようになってくるからです。慣れない
家事、育児、生活リズムで発見、気づき、悩みの毎日が、1か月を
経過した辺りから慣れ始め生活リズムも整い自分なりの楽しみを
日々の生活に取り入れることができました。

伊藤 翼さん

手取り収入は
休業前の約8割！


